
[別表 授業科目の名称及び単位数] 
 
＜公益学専攻 修士課程＞ 

授業科目の名称 
単位数 

備考 
必修 選択 

共通科目 公益学総論 † 
論文作成法 † 
共創の技法 † 
情報基礎 † 

2 
2 
2 
 

 
 
 

2 

必修 6 単位修得 
選択 4 単位以上修得 

統計学 †  2 
社会調査論 † 
哲学 † 
倫理学 † 

 
 
 

2 
2 
2 

文化交渉論 †  2 
専門科目 組織経営研究 1 †  2 選択 8 単位以上修得 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 組織経営研究 2 †  2 
 組織経営研究 3†  2 
 組織経営研究 4 †  2 
 組織経営研究 a †  2 
 組織経営研究 b †  2 
 組織経営研究 c †  2 
 組織経営研究 d †  2 
 組織経営研究 e †  2 
 国際関係研究 1 †  2 
 国際関係研究 2 †  2 
 国際関係研究 3 †  2 
 国際関係研究 4 †  2 
 国際関係研究 a †  2 
 国際関係研究 b †  2 
 国際関係研究 c †  2 
 国際関係研究 d †  2 
 国際関係研究 e †  2 
 情報科学研究 1 †  2 
 情報科学研究 2 †  2 
 情報科学研究 3 †  2 
 情報科学研究 4 †  2 
 情報科学研究 a †  2 
 情報科学研究 b †  2 
 情報科学研究 c †  2 
 情報科学研究 d †  2 
 情報科学研究 e †  2 
 地域共創研究 1 †  2 
 地域共創研究 2 †  2 
 地域共創研究 3 †  2 
 地域共創研究 4 †  2 
 地域共創研究 a †  2 
 地域共創研究 b †  2 
 地域共創研究 c †  2 
 地域共創研究 d †  2 
 地域共創研究 e †  2 
発展科目 スクール（学校）ソーシャルワーク演習 †*  2  

 
 

 スクール（学校）ソーシャルワーク実習指導† *  2 
 スクール（学校）ソーシャルワーク実習 †*  2 
 特別セミナーa †  2 
 特別セミナーb †  2 



 特別セミナーc †  2 
 特別セミナーd † 

プロジェクト a † 
プロジェクト b † 
プロジェクト c † 
プロジェクト d † 

 
 
 
 
 

2 
2 
2 
2 
2 

自由科目 教育学 *  2 修了単位には含まな

い  教育行政 *  2 
 生徒指導論 *  1 
 進路指導論 *  1 
 教育心理学 *  2 
 教育相談の理論と方法 *  2 
 
 

精神保健学 * 
児童・家庭福祉論 * 

 
 

2 
2 

 公的扶助論 *  2 
演習科目 演習Ⅰ† 4  必修 8 単位修得 
 演習Ⅱ† 

演習（副）† 
 4  

2 
 修士論文指導Ⅰ†  0 
 修士論文指導Ⅱ†  0 
 

※ 選択科目の修得単位については以下のとおり。 

共通科目から 4 単位以上、専門科目から 8 単位以上（うち主となる研究領域の 1～4 を付番した科目から

4 単位以上、a～e を付した科目から 4 単位以上）、その他、選択単位全体で 12 単位以上修得。 

※ 自由科目は修得単位に含まない。 

※ 「修士論文指導Ⅰ」および「修士論文指導Ⅱ」は、「演習Ⅰ」および「演習Ⅱ」の単位を修得済みの者の

み履修が可能。 

※ 「†」を付した科目は、メディアを利用して行うことができる授業。（科目担当教員があらかじめ指定した

日時に、パソコンそのほか双方向の通信手段によって行うことができる。） 
※ 「*」を付した科目は、スクール（学校）ソーシャルワーク教育課程受講生のみが履修可能。 

 

 
  



＜公益学専攻 博士後期課程＞ 

授業科目の名称 
単位数 

備考 
必修 選択 

公益学研究特殊講義 公益学研究 a†  2 選択 4 単位以上修得 
 公益学研究 b†  2 
 公益学研究 c†  2 
 公益学研究 d†  2 
 公益学研究 e†  2 
 公益学研究 f†  2 

キャリア科目 キャリアディベロップメント†  2  
研究指導科目 研究指導Ⅰ† 4  必修 12 単位修得 
 研究指導Ⅱ† 4  
 研究指導Ⅲ† 4  
 博士論文指導Ⅰ†  0 
 博士論文指導Ⅱ†  0 
 博士論文指導Ⅲ†  0 

※ 「博士論文指導Ⅰ」「博士論文指導Ⅱ」「博士論文指導Ⅲ」は、「研究指導Ⅰ」「研究指導Ⅱ」「研究指導Ⅲ」

の単位を修得済みの者のみ履修が可能。 

※ 「†」を付した科目は、メディアを利用して行うことができる授業。（科目担当教員があらかじめ指定した

日時に、パソコンそのほか双方向の通信手段によって行うことができる。） 
 


